
第６９回 沖縄県中学校剣道競技大会要項

１ 主 催 沖縄県中学校体育連盟 沖縄県教育委員会

２ 共 催 那覇市教育委員会

３ 後 援 沖縄県市町村教育委員会連合会 沖縄県中学校長会（公財）沖縄県スポーツ協会
（一財）沖縄県剣道連盟

４ 期 日 令和６年７月１３日(土)～１４日(日)

５ 日 程 令和６年７月１３日(土） 監督会議 ９：５０
(※練習時間 9:00～9:45) 審判会議 １０：００

開 始 式 １０：１５
競技開始 １０：３５

１４日(日） 監督会議 ８：５０
(※練習時間 8:00～8:45) 審判会議 ９：００

開 始 式 ９：１５
競技開始 ９：４５
閉 会 式 競技終了後

６ 会 場 『 県立武道館アリーナ 』

７ 申 込 締 切 日 各地区中体連の〆切日を厳守すること。
(国頭6/11、中頭6/12、那覇6/13、島尻6/12、宮古6/17、八重山6/18)

８ 申 込 方 法 県中体連ホームページから大会参加申込用紙をダウンロードし必要事項を入
力し、プリントアウトしたものに捺印を受け、各地区専門部長から地区中体
連事務局を通じ、一括して県中体連事務局まで申し込むこと。
また、6月12日（水）までに申込データを下記のアドレスまで送信すること。

※提出先 Eメール j02-syokuin@naha-t.nahaken-okn.ed.jp
首里中：伊佐 直己

９ 参 加 資 格 (１)地区中体連大会を経て地区中体連会長の推薦するチーム・個人とする。
但し、地区大会が開催されない地区は、当該中学校の校長が許可し、地区
中体連会長の推薦を得たチーム・個人とする。

(２)選手の引率は出場校の校長・教員・部活動指導員とする。監督等は出場校
の校長・教職員（常勤）・部活動指導員とする。教職員以外のコーチにつ
いては、学校長の認めた者で地区・県に登録された者とする。(男女兼任可)但
し、ベンチ入りについては１名のみとする。

（３)中学校における引率者の特例
大会の引率に関する特例については、「沖縄県中学校体育大会引率細則」
による。なお、詳しくは、沖縄県中学校体育連盟ホームページ「県中学校
体育大会引率細則」を参照のこと。

(４)九州・全国大会への代表権を獲得した場合は県代表としての自覚と責任を
持ち、県中体連の計画および指導を遵守し、九州大会・全国大会へ参加で
きる学校であること。

（５）沖縄県中学校体育連盟が主催する本大会に出場するチーム・選手の引率
者、監督、部活動指導員、外部指導者（コーチ）、トレーナー等は、部活
動の指導中における暴力・体罰・セクハラ等により、任命権者又は学校設
置者から懲戒処分を受けていない者であること。校長はこの点を確認して、
大会申込書を作成する。なお、外部の指導者は校長から暴力等に対する指
導措置を受けていないこととする。

(６)拠点校部活動や地域クラブ活動の参加資格の詳細については、沖縄県中学
校体育大会開催基準「特別規程」による。

10 参 加 制 限 (１)団体戦
①男子・・・中頭４・那覇８ 国頭２・島尻３ 宮古２・八重山２
②女子・・・中頭４・那覇８ 国頭２・島尻３ 宮古２・八重山２
③選手５人、補員３人、マネージャー１人、監督およびコーチの計１１人
とする。

④団体戦は３人以上いればチームとして成立する。
３人の場合、次鋒・副将をあける。４人の場合、次鋒をあける。



(２)個人戦
①男子・・・中頭・那覇 各８名 国頭・島尻 各６名

宮古・八重山各４名
②女子・・・男子に同じ

11 参 加 料 参加選手一人につき８００円とする。申込みと同時に納入すること。

12 競 技 形 式 (１)団体戦 予選リーグ、決勝トーナメント法(シード制を採用する。)
(２)個人戦 トーナメント法(シード制を採用する。)

13 競 技 方 法 (１)団体戦は、予選リーグ･決勝トーナメントとし、勝者数法によって勝敗
決する。
①予選リーグの場合は、３分３本勝負・延長なし、勝敗が決しないときは
引き分けとする。

②リーグ内の順位のつけ方は勝ち点が１点、引き分けが0.5点、負けは0点
とし、チームの得点・勝者数・得本数の順で順位を決定する。
なお、両チームの成績が同じ場合は、任意の代表者による代表決定戦を
行う。

③決勝トーナメントは、３分３本勝負・延長は２分１回を行い、勝敗が決
しないときは、引き分けとする。但し、チームの勝敗が決したあとの延
長は行わない。両チームの成績が勝者数・得本数ともに同じ場合は、任
意の代表者による代表決定戦を行う。

④代表決定戦は３分１本勝負､延長は時間を区切らず勝敗の決するまで行う｡
(２)個人戦の試合はトーナメント方式によって行ない、３分３本勝負、延長は

時間を区切らず勝敗の決するまで行う。

14 競 技 規 則 (公財)全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則、同細則」及び日本中体連剣道
専門部申し合わせ事項に準じ、本大会要項によって行う。

15 組 合 せ 本部(専門部)抽選とする。 ６月２１日(金) １５：３０

16 表 彰 (１)団体および個人とも第１位～第３位まで表彰する。
(２)団体第１位・第２位チームの全選手に賞状を授与する。

17 九州･全国大会 (１)男女団体第１位・第２位、個人第１位～第３位(２名)までの者には九州中
の代表について 学校体育大会への出場資格を与える。

(２)男女団体第１位、男女個人第１位・第２位の者には全国中学校剣道大会へ
の出場資格を与える。

18 そ の 他 (１)竹 刀
①長さは男女とも１１４ cm以下とする。
②重さは男子(440グラム)・女子(400グラム)以上とする。
③剣先の太さは、男子２５ mm・女子２４ mm以上とする。
④先革の長さは５０ mm以上とする。
⑤カーボン竹刀の使用を認める。
⑥竹刀の検量を行う。
⑦中結の位置、剣先から全長の１/４とする。

(２)名 札
学校名、氏名をはっきり書くこと。

(３)面 ひ も
①結び目より４０ cm以内とする。(長い場合は切る)
②面ひもの色は赤色系禁止する。 (目印との関連)

(４)面の乳革の色は、黒か紺の無地とする。
(５)ブラック面の使用は禁止とする。
(６)参加校は紅白の目印各８枚を準備する。
(７)竹刀計量

計量開始時間は、開館と同時に設定する。
(８)開始式(１日目)については、団体戦のみ出場する学校は参加しなくても

よい。１日目の競技終了後、練習時間を１時間程度設ける。
※団体戦のみ出場する学校も練習可。

(９)県中体連では別紙｢個人情報保護方針｣に基づき、県中体連が保有する情報
の適正な管理と保護に努めます。

(10)本大会に関わる全ての者の感染症対策については、沖縄県中学校体育連盟
の「感染症等に関わる対応について」に従うこと。


